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家康公の敗走路　　
三方ヶ原合戦で負けた家康公が、
どうやって浜松城に逃げ帰ったのか。私は疑問に思い、 国立 文書館などで古文書の調査をしてきました。 まだ学界で発表できて ませんが、 家康公の敗走ルートの手がかりが得られたので、 浜松の皆さんにだけ、こっそりお教えしましょう。　
まず家康公の部将たちの撤退ぶ
りから見ましょう。 一番見事に武田軍の追撃をかわした は
本ほんだただかつ
多忠勝
でした。 忠勝は台地上の道を整然と撤退したようです。 『
武ぶこうざっき
功雑記
』 に、
こうあります「 （武田軍は） 浜松 （徳川） 勢の撤退に追い込みをかけることにしたが、 （浜松） 城の後ろの
犀さいががけ
ヶ崖
に、 甲州 （武田）
勢が知らずに落ちて死ぬ者が出た。その時、 本多忠勝は三百騎ばか で静かに退いた。 見事であった。 信玄は
これを見て、 あれは本多忠勝だろう。忠勝のほかに、 あんなふうに撤退する者はいるまい。 討ち取るな、 と下知した」 。 「
本ほんだけいず
多系図
」 には、 「犀ヶ崖で味
方が危うくなった時、 忠勝が下知し、隊列を正して、 全軍を
元げんもくぐち
目口
から城
内に入れた」 と書かれています。　
鳥とりいもとただ
居元忠
は、 台地の麓を退却しま
した。 中沢の交差点から秋葉街道を通り、 元浜町付近で武田軍の動きを探っていました。 絶対、 家康公の元へ帰らねば、 と馬を返したところへ 遠矢が飛んできて、
鞍くら
を突き破り、 足に突き
刺さりました。 これにより、 元忠は生涯、 足に障害を持つことになりました。　
一方、
榊さかきばらやすまさ
原康政
は要領がよく、 元忠
と同じルートをたどりますが町の辺りで武田軍に追い越され浜松城に入れなくなりました。 康政はなんと磐田市掛塚まで逃げるのです。元忠は、 家康公の元へ引き返す。 一方康政は、 更に遠くへ逃げる。 退却 混乱状態の中の出来事でした。
　
さて、 家康公の敗走路についてお
伝えしましょう。 「
榊さかきばらかでん
原家伝
」 にこう
書かれています。 「
権ごんげん
現
様は、 およそ
八千でご一戦あそばされたが、 多勢に無勢で勝利を失 、 よ よう六、 七十騎で退かれた。 康政公も討死しようと、 敵陣へ
遮しゃにむに
二無二
乗り入れたとこ
ろ、
竹たけおへいじゅうろう
尾平十郎
と申す者が 『上様は
西の山陰を退かれました』 といった」 。　
この山陰は康政が逃げた元浜町付
近から見て西側になります。 「榊原家伝」 推測する 家康公は中沢交差点辺りから台地の山陰を通り、引間城の元目口を目指したことになります。 家康公は台地 上では く、台地の麓を隠れるようにし 逃げたのでしょう。 中区曳馬に 「
阿あみだ
弥陀
橋」 と
いって家康が撤退時に通ったとの伝説のある橋の跡 ありますが、 ほぼ場所が一致します。 案外、
荒こうとうむけい
唐無稽
な
伝説ではない かもしれません。【次号予告】開門！元目口
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「立体しかみ像」完成披露
　家康公が生涯、戒めのために座右から離さなかったと
いわれる「しかみ像」。等身大で装束など細部にわたって
立体復原をしました。
日時　２月20日㈮　午前11時
　　　（公開は５月６日㈬まで行います）
場所　浜松市博物館（中区蜆塚四丁目）
※高校生以上は、別途観覧料が必要です。
山田卓司さんが再現！「三
みかたがはらかっせんりったいえまき
方ヶ原合戦立体絵巻」公開
　情景ジオラマ作家の山田卓司さんが制作した、三方ヶ
原の戦いの布陣図や出陣場面などを立体的に表現した作
品を公開します。
期間　２月14日㈯〜３月29日㈰
　　　午前９時30分〜午後５時　　　（月曜日休館）
場所　浜松市美術館（中区松城町）
※別途、企画展の観覧料が必要です。
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